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は　じ　め　に

　思春期の子どもたちの性の現状については 

2008 年の本誌にその概要をまとめている1）ので参

照されたい．思春期の子どもたちの性の問題は，

性交渉の若年化やそれに伴う若年妊娠や性感染症

の問題を含めてしばしば取り上げられている．若

年妊娠に伴う出産は，中高生の場合にはそのほと

んどが望まない妊娠であり，児童虐待につながり

得るだけではなく，家族を作ることすら困難な場

合が多い．また性行動の低年齢化に伴って増加し

ている性感染症も AIDS の広がりの問題だけでは

なく，クラミジア感染なども増加していると考え

られている．性感染症については佐藤武幸先生が

まとめられているので，本稿では現状と性教育の

試みについて簡単に述べる．

Ⅰ．思春期の性の問題の周辺

　思春期の子どもたちが性についてどの程度の知

識をもっているかは，わが国では調査がないので

明らかではないが，インターネットでも性の情報

には容易にアクセスできる．Google でセックスを

キーワードにすると 2011 年 1 月現在，日本語の

サイトだけで 2,300 万件がヒットし，オーラルを

加えても 36 万件がヒットする．規制されている

とはいえ，出会い系をキーワードにすると 1,470 

万件，プロフィール（通称プロフ）では 1,570 万

件がヒットする．このほかにも，インターネット

の通常の検索では出てこない SNS（social net-

work service）でも性の問題について取り上げてい

るサイトは少なくない．これらの情報のなかには

妊娠や性感染症を含めて不正確な情報（根拠なく

こうすれば妊娠しないなどの情報）や金銭のやり

とり（最初は金銭の話は出てこないが，サイトの

奥にいくとそのような話，女子では金銭の取得も）

につながるサイトも多くみられる．自宅であるい

は携帯電話からインターネットに接続するだけ

で，このような情報に子どもたちが容易にアクセ

スできる．このようなサイトにはアクセスできな

くするフィルタリングソフトも出てきており，教

育機関のパソコンには導入されているが，多くの

家庭では利用されていない．またコンビニなどの

雑誌コーナーでも「成人用」と表示されてはいる

ものの，誰でも性の問題をときには興味本位に，

あるいはスキャンダラスに取り上げた雑誌などを

みることができる．このように性についての情報

は真偽とりまぜて子どもたちの回りに　R れてお

り，それは「表現の自由」という名の下に子ども

たちが大人の商業主義の犠牲になっているとさえ

見受けられる．表現の自由は尊重されるべきもの

であり，安易に規制すべきものではないが，自由

は自制を伴うことが忘れられている．

　現在の思春期の子どもたちを巡る性の問題は，

子どもたちへの相談をしていても，若年妊娠の問

題に始まりレイプやストーカーなど，成人の領域

における問題と差がない．しかし妊娠一つをとっ

ても成人とは異なり，多くは希望した妊娠ではな

く，偶発的，故意に近い偶発的，あるいは知識の
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不足による妊娠が多いために，望まれる出産に至

ることはまれである．であるとすれば，性教育は

欠かせないと考えられるが，その必要性が叫ばれ

た 1990 年代には正確な情報を与える試みが危機

感も手伝って広がり始めたが，2000 年代に入って

から「教えることが性行動を誘発する」という考

え方も主張されるようになり，子どもたちに何を

どこまで伝えるかということについては，まだ社

会的な合意は得られていない．むしろここ数年は

「なるべく触れたくない」という風潮が主流である

ようにすら感じられる．これについては性教育の

試みとして別にまとめた．

　10 年ほど前に子どもたちの性行動をどう考え

るかという調査を，中学校 3 年生の子どもをもつ

母親を対象として行った．そこでは性体験の実情

についても触れたが，提示した性行動の若年化の

データには驚きながらも，全員がわが子の性交渉

は認められないと回答した．理由としては，経済

的に自立できていない，身体的に負担がかかる，

子どもが生まれても責任ある社会生活が送れない

ことなどであった．あげられた理由だけで性行動

に歯止めをかけることは困難であり，個々の家庭

だけではなく社会としてどのように考えるかとい

う，社会的な合意形成，共通認識の形成が必要で

あると感じた．そうでなければ実際に問題を抱え

てしまった子どもたちが非難されたり，困難に直

面したりするという状況を変えることはできな

い．

Ⅱ．思春期の性の現状

　中学生や高校生の性の現状についての母集団の

大きなデータは，わが国では調査がなかなか行わ

れないが，2005 年の東京都幼稚園・小・中・高・

心障性教育研究会の調査結果では，中学生の性交

経験は男子 4.3％，女子 9.8％，高校生では男子 

26.8％，女子 30.9％と報告されている2）．母集団の

少ない報告では，中学校卒業時の性交経験率は地

域によっては 20％を超えるという報告，高校卒業

時には 50％を超えるという報告もある．ほとんど

の調査では性交経験率は思春期には男子よりも女

子が高くなっており，この理由は性交渉の相手の

年齢の幅が女子のほうが広いことによると考えら

れる．

　妊娠の統計では，中学生の妊娠についての公表

されたデータはなく，妊娠中絶についてのデータ，

人口動態統計による出産のデータからの推計にな

る．わが国では年間に 30,000 人以上が人工妊娠中

絶を受けている．最も中絶率が高いのは 19 歳で，

年間に 50 人に 1 人が妊娠中絶をしており，中高

生では少なくみても年間に 200～500 人に 1 人は

妊娠中絶の手術を受けていると推定される．これ

までに筆者が相談を受けた中学生の妊娠では中学

校 3 年生が 83％を占め，その 70％は中学校 3 年

生時の夏休みの性交渉に起因していた．

　性感染症の面では，中高生でもクラミジアをは

じめとする性感染症が増加していることが報告さ

れており，中学生女子では 5％程度，高校生女子

では 10～15％程度とする報告がある．その他，梅

毒やヘルペスはもとより HIV 感染例の報告もあ

る．筆者は HIV 感染例の経験はないが，中学生で

もクラミジア感染は数例経験しており，中高生で

尿路感染症を疑った場合には男女とも性感染症の

存在を考慮に入れている．

Ⅲ．性　教　育

　中学生や高校生の性交渉は決してまれではな

く，性感染症も日常的にみられるといっても過言

ではない．この状況を黙ってみていてよいのかと

いう疑問は教育や医療の場でももち続けられてお

り，性教育の試みは続いてきた．先にも述べたよ

うにどのように性教育を行い，何をどこまで，ど

のように教えるかということについては社会的な

合意形成がなく，そのときどきの風潮によって推

進されたり，あるいは抑圧されたりを繰り返して

いる．しかし妊娠の問題を抱えて孤立したり，出

産によってその後の生活を変えざるを得なかった

りする子どもたち，実際に性感染症に罹患する子

どもたちが存在していることは事実であり，筆者

もこれまでの相談においてもそのようなケースに

遭遇してきた．そこで中学生に対する性教育，高

校生に対する性教育を行ってきたので，その一端

について述べる．

　中学生を対象とした場合には，話の内容や伝え

たいことをわかりやすく話すこと，そして何より
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も現場が抵抗なく，そして子どもたちも抵抗なく

受け入れてくれることが大切である．そのため容

認されない場合も考えて，コンドームの実際の使

用法など具体的な避妊については教育部門とも話

し合って削除した．性教育は，避妊と性感染症を

予防するための「技術教育」ではなく，お互いの

こころを大切にする「人権教育」であるという考

え方を強調する必要があることも力説し，パンフ

レットを作製した3,4）．内容は中学生の妊娠や人工

妊娠中絶が増えていること，性感染症の問題があ

ることなどを入れ，最後のページでこころの問題

を訴えた．若年妊娠のきっかけとなりやすい中学

校 3 年生時の夏休みの前に，中学 3 年生に伝える

方法は，パンフレットを作製して配布するだけで

は不十分と考えたので，12 ページのパンフレット

を作製するとともに，その解説の CD を 20 分の

ファイルとして作製した．音声入りのパワーポイ

ントファイルをまず視聴してもらい，その後にパ

ンフレットを配布するという形式にした．事後に

いくつかの中学校に聞いたところでは，子どもた

ちもまじめに聞いていたとの報告があった．この

パンフレットを配布した後でも，中学生の妊娠の

相談はみられたので，これが中学生の妊娠や性感

染症の予防に役立ったのかは明らかではない．し

かし正確な知識を少しでも多くの中学生に届ける

一助となったとは考えている．

　性交渉の経験率は高校生になれば上昇する．高

校生の場合にも，中学生と同じようにこころの教

育であるということは当然であるが，やはり避妊

の問題や性感染症の問題については中学生よりも

具体的に伝える必要がある．また高校生の性感染

症の相談を受けていると，「自分の相手は 1 人だ

けだから大丈夫」と考えている場合もあり，それ

についても情報を伝える必要がある．さらに人工

妊娠中絶の話をするときには，すでに手術を経験

した女子が聴き手のなかにいる可能性も考慮する

必要もある．高校生ではパンフレットを作製する

よりも筆者が生の声で伝えるように講演形式にし

ており，タイトルは「性について考えてみよう」

としている4）．ヘルスプロモーション協会の岩室

先生には及ばないが，筆者なりになぜ性教育にか

かわることになったのか，何を伝えたいのかと子

どもたちに向き合って話すことを目指している．

最初に「子どもがほしくなったときに，生みたく

なったときに安全に安心して産めることが願い」

と話し，それを最後にも強調している．これが筆

者の性教育においては最大のポイントであり，人

工妊娠中絶や性感染症はこれをおびやかすという

ことも話している．また性感染症の説明の初めに

は，自分の性交渉のパートナーが 1 人でも，相手

に過去にパートナーがいれば，リスクがどのよう

に高くなるのかも図示して説明している．講演後

にアンケート調査が可能であった場合もあり，そ

こでは，性交渉を経験している子どもたちも少な

くなかったが，「これからはもう少し考える」，「知

らなかったことが多かった」という感想が多く寄

せられた．

Ⅳ．日本小児科学会では

　子どもたちに何をどう教えるべきかについて，

日本小児科学会にも思春期と保育をテーマに掲げ

て 2005 年から次世代育成プロジェクト委員会が

設置された（当時の委員長は五十嵐隆先生：現会

長，副委員長は筆者）．この委員会が中心となって 

2007 年から思春期臨床講習会が開催されるよう

になり，これまでに 2007 年は東京と大阪，2008 

年は札幌，2009 年は福岡，2010 年は東京で開催

してきた．思春期の性の問題についても毎回取り

上げており，特に 2010 年の第 5 回思春期臨床講

習会は「思春期の性」に焦点をあてて開催した．

また当初から思春期の性に対してどのように対応

するかということについての議論が続けられ，そ

れらの委員会での検討を踏まえて，社会と日本小

児科学会への提言を 2008 年にまとめた5）．巻末に

日本小児科学会への提言を掲げた．今後も同委員

会が中心となって思春期の性の問題についての取

り組みを続ける必要があると考えられる．
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　日本小児科学会への「子どもの性をめぐる問題」

についての提言

　日本小児科学会は子どもの性をめぐる問題の解

決に向けて，関連各機関，省庁と連携して，以下の
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行動をとることが必要である．

　1 ．日本小児科学会は子どもたちを取り巻くさまざ

まな性の問題による子どもたちの健康被害や

「子どもたち自身が尊重されるべき権利」の侵

害から子どもたちを守るための支援を行う．

　2 ．日本小児科学会は思春期の子どもたちにおける

性をめぐる問題について，全国レベルでの調査

を行い，現状を把握する．

　3 ．日本小児科学会は思春期医学の臨床を担う医療

従事者の育成に努める．

　4 ．日本小児科学会は思春期の子どもたちが性や妊

娠の問題に関して気軽に相談や検査ができ，子

どもたちの尊厳が保たれる社会資源の拡充を

推進する．

　5 ．日本小児科学会は性感染症による子どもたちの

健康被害を生み出すことがないように，これに

ついての調査を行う．さらに，適切な予防策と

早期発見のための方策について検討し，その成

果を今後社会に向けて発信する．

　日本小児科学会次世代育成プロジェクト委員会

（2008 年当時）

　内海裕美，衞藤隆，早乙女智子，佐藤武幸，関口

進一郎，野矢淳子，水口雅，山中龍宏

　（学会担当理事）山野恒一，奥山眞紀子

　（副委員長）平岩幹男

　（委員長）五十嵐隆
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